
（別添） 

 

ＭＶ-２２オスプレイの脚部故障事案について 

 

 

防衛省は、ＭＶ-２２オスプレイの脚部故障事案についても、在日米軍から情報提

供を受け、継続的に様々な照会を行ってきたところ、本日までに、事案の概要と米

側の対策に係る情報を得ましたのでお知らせします。 

 

 

○ 事案概要 

 ・ １２月１３日（火）、米海兵隊普天間基地所属オスプレイが、今般不時着水し

たオスプレイに給油した空中給油機と同じＭＣ－１３０から空中給油を受けた

後、不時着水したオスプレイからの救難連絡を受け、着水現場に向け飛行し、

救難要員が到着するまでの間、空中監視を行っていた。 

 ・ その後、空中監視任務を終えて普天間基地に帰還したが、機体に格納されて

いる着陸装置（脚部）を機体から出すことができなかった。 

 ・ 当該オスプレイは、同日２３時４５分頃、垂直離着陸モードにて、着陸時の

衝撃を吸収するパッドの上に緩やかに着陸した。 

 ・ これは、着陸前に脚部が機体から出ない場合に安全に着陸するための確立さ

れたマニュアルに従って行われたものである。 

・ 当該機の脚部以外の全ての機能は正常であった。 

・ 負傷者及びオスプレイの機体も含め財産被害はない。 

 

○ 米側の対応 

 ・ 当該オスプレイに対し、修理と検査が行われている。 

 ・ このほか、全ての普天間基地所属オスプレイに対し、脚部を含む機体の点検

が行われ、問題は発見されなかった。 

 ・ 着陸前に脚部が機体から出ない場合の手順は、搭乗員の理解を徹底するため、

常日頃から継続的に搭乗員全員に対し確認している。 

 

 

 


